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○ 資料の概要
新潟市では、年度更新に伴う学習データの取扱い、端末の更新、アカウントとパスワードについて、
教育委員会から学校への事務連絡の書類とともにどのように行ったかが掲載されています。「早く！確
実に！負担なく！」を基本方針として教育委員会、学校が役割を分担して取り組んでいます。

○ 新潟市の担当者から
教育委員会では主にアカウント
の作成、配布、学校では主にアカ
ウントの管理・運用、端末の管
理・運用をしています。
教育委員会でのアカウント管理
については複数名の担当者で対
応するようしています。
アカウントに通称名が使われてい
る場合には、学務課へ通称名の
変更申請を確実に行うようにして
います。

○ 新潟市の学校数・児童生徒数
小学校 106校 児童数 38,001名
中学校 56校 生徒数 18,727名
中等教育学校 １校

前期課程 生徒数 357名
後期課程 生徒数 307名

特別支援学校 ２校
児童生徒数 303名

高等学校 ２校 生徒数 1,108名
（令和3年5月1日現在）

導入端末 Microsoft利用アカウント

年度更新情報
【新潟市】

新潟市立学校GIGAスクール構想ガイドライン
（第２版 令和3年3月30日）
・アカウント設定（p.36）
・年度末・年度初めのスケジュール（p.64）
https://niigata-giga.info/school-support/
「NIGATA GIGA SUPPORT WEB」
https://niigata-miraizu.com
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新潟市では端末の初期化について、学校で
選択できるように３つの作業パターンを提示し
ています。



○ 年度更新作業の基本方針

１ 早く！ → 4月１日新年度活用スタート！

２ 確実に！ → 漏れ落ち０を目標に

３ 負担なく！ → 現場の作業を少なくする

○ １人１台端末利用に対する考え方

１ 端末 → 借り物 次の人のために！

２ 学習データ → 知的財産を本人に返す

３ アカウントとパスワード

→  新入生 金庫と鍵を与える

→ 卒業生 移行後削除する
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iPadは，色々できるよさがある分，更新には大変さがある。ここは，頑張りどころ
子供がICT端末を活用する学びをできるだけ止めないことへの挑戦

年度更新について
～昨年度 新潟市が取り組んできたこと～

早く！確実に！負担なく！
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新潟市 政令指定都市
人口 約 ７９万人
学校数 約 １６７校
教職員 約 ４，０００人
児童生徒数 約６０，０００人
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作業手順

教育委員会 → 「データ移行」の通知
学校 → 確実にクラウド上にあげるよう指導

教育委員会 → 「端末の初期化」の通知
学校 → ＧＩＧＡ授業納め 端末リセット シール剥ぎ

教育委員会 → 新小１年生アカウントの用意（4/1まで）

教委・学校 → 端末の学校間調整（4/1まで）

教育委員会 →  卒業生アカウントの削除(4月末)

※「ＧＩＧＡ授業納め」については本資料９ページ参照※「ＧＩＧＡ授業納め」については本資料９ページ参照



最初に出した通知
令和３年２月２６日



最初に出した通知 令和３年２月２６日

指導者・学習者用タブレット端末（iPad）のデータ移行対応について

昨年度は，中３はまだ
それほど使っていなかった

今年は，より多くの情報
学習データの重要度 大
→ 知的財産を

確実に本人に返す

今年は，より多くの情報
学習データの重要度 大
→ 知的財産を

確実に本人に返す

早期に作業を開始するには１月はじめに移行通知を出した方がよい

データ移行



データ移行

留意点：iPadはローカルに保存しているデータがあるので
その対処が必要



転出時データ移行

市内転出→ 端末は一旦返却 新しい学校で配当

→ 端末内データは，クラウドに上げて，端末をリセット

→ 転入先で，端末を受け取り，

アカウントを入れればこれまでどおり使える

→ ロイロノートは，転入先の管理画面から

シングルサインオン連携で，前の学校のデータも

今の学校のデータにもアクセスできる

市外転出→ 卒業生と同じ対応

→  データをクラウドに上げて，転出

→ 端末は，学校で初期化

→ データは，家庭で個人アカウントや端末に移管

→ マニュアルを配布→徹底できていない



留意点：資料を用意して伝える。
GIGAスクール支援用のウェブサイトに掲載

「NIIGATA GIGA SUPPORT WEB」 （https://niigata-miraizu.com)

データ移行



後から，気が付いたことデータ移行



２番目に出した通知
令和３年３月８日

端末の初期化 ＧＩＧＡ授業納めの実施

「ＧＩＧＡ授業納め」とは

児童生徒が、これまでのICT端末を活用した学びを振り返り、成長したことを確認す
る活動です。

これまで借りていた端末を次に使う人のために、リセットしたり、シールをはいで
きれいに拭いたりして返却します。

子供の中には、次に配当される新１年生に向け「大切な学びに使ってください」など
のメッセージを伝える工夫もみられました。
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きれいに拭いたりして返却します。

子供の中には、次に配当される新１年生に向け「大切な学びに使ってください」など
のメッセージを伝える工夫もみられました。



日常化を定着させたい ギリギリまで使わせてあげたい

学校間移動を年度末までに終えたい
（３月２５日から３１日）

作業日の日程が難しい端末の初期化



学校の負担を減らしたい！ 子供自身にも考えさせたい

作業方法を選択メニューに！

ＧＩＧＡ授業納めの実施

作業方法 ３パターンを提示

端末の初期化



初期設定で基本アプリを自動インストールするWi-Fiが必要

iPad特有の問題端末の初期化



３ アカウントとパスワード
→ 新入生 金庫と鍵を与える
→ 卒業生 削除する

３ アカウントとパスワード
→ 新入生 金庫と鍵を与える
→ 卒業生 削除する

教育委員会 → 新小１年生アカウントの用意（4/1まで）
・学齢簿を基に作成
・入学児童の最終確定までギリギリの調整

教育委員会 → 卒業生アカウントの削除(4月末)

今後は，学習eポータル連携と
運営支援センターの稼働で状況が変わるかもしれない



新年度すぐに端末を利用できるように
ＧＩＧＡ授業開きでの端末活用のあり方までを伝える

新入生 在校生

確認書や指導例はウェブサイトからダウンロード
「NIIGATA GIGA SUPPORT WEB」 （ https://niigata-miraizu.com)


